
表紙 /コロナの先に(14ページ)
小石原診療所松山所長　　

テレワークテラス宝珠《東峰見聞録》P2

P9ここが聞きたい《一般質問》

P4ふるさと納税初めての3億円超《令和3年度 決算》
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ワークスペース
いつでも自由に使えるワーキングスペース

360度全体を撮ることもできるカメラもあります。
いろんな楽しみ方がありますので、使いこなすとおも
しろいでしょうね

七・五・三や成人式、入学式、卒業式、結婚記念日な
ど、記念となる日の家族写真を撮ってみたらいかがで
しょう

自分のペースでパソコン操作を学べます

テレワークテラス宝珠開所式

ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
在
宅
勤
務

な
ど
働
き
方
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
や
、
都
市

部
か
ら
地
方
へ
新
た
な
人

の
流
れ
が
生
ま
れ
て
き
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ

の
拠
点
と
し
て
「
テ
レ
ワ

ー
ク
テ
ラ
ス
宝
珠
」
は
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
峰
テ
レ
ビ
局
内
に
、

「
テ
レ
ワ
ー
ク
テ
ラ
ス
宝

珠
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
24
日
に
は
服
部
県
知

事
を
は
じ
め
、
県
関
係
者

も
出
席
の
中
、
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
中
山
間

地
域
で
あ
る
東
峰
村
を
デ

ジ
タ
ル
実
証
実
験
の
モ
デ

ル
と
し
て
、
福
岡
県
が
２

年
間
運
営
し
、
期
間
中
は

この施設 どう活かす？！

テレワークテラス宝珠広報委員会で行ってきました！ 東
峰

見
聞
録

0946-72 -2011電　話
staff@tohodx.comメール
https://tohodx.com/H　 P

宝珠山166-1 東峰テレビ局2F
テレワークテラス宝珠

私たちがサポートします！

その他、様々なデジタルに関することのご相
談に応じますので、お気軽にご参加下さい。

①パソコン(パソコンを基礎から学びたい) 
②ス マ ホ(スマホの使い方がわからない)
③ビ デ オ(撮りためた映像をもう一度みたい) 
④写 真(一眼レフカメラできれいな景色撮りたい)
⑤自分史(ブログや日記を毎日書きたい) 
⑥趣 味(ミニ映画・ユーチューバーになりたい)
⑦友 達(世界の人々とつながりたい)

　スマホやパソコンなどのデジタル機器や、
インターネット・SNSの使い方が「わからん」
で困っていませんか？
　皆さんの「どうしたらいいか、わからん！」
という悩みを解決、そして学ぶための「寺子
屋」が始まりました。
　毎週水曜日の午後１時～５時まで、テレワ
ークテラス宝珠で開かれます。

「デジタル寺子屋」が始まりました

私たちがサポートします！

ネット販売する商品（お米）の写真撮影
で使ってみたいと思います。家では光
の加減が難しいですが、専用の部屋で
ライトもあるので非常にありがたいで
す。集中してパソコン作業するのに、
環境がバッチリです。
　　　　　　　　　 高橋 弘展　39歳

我流で覚えたパソコン操作なの
で、初めから操作を覚えて自信を
持ちたいです。
　 　　　 髙倉 美紀惠　71歳

今更聞けないパソコンの操作！
なんとかやってきましたが、「テ
レワークテラス宝珠」私にとっ
ては思わぬ助け船です。この機
会にこっそり習得したい！
　　　　　　 和田 将幸　48歳

エクセルの計算式を覚え、
自由に使いこないしたいな！
自分史も作ってみよう。
　　　　 佐々木 孝　68歳

パソコン操作を基礎から学び直しま
す。スマホは情報伝達・情報収集に
便利です。出来るだけ使いこなせる
ように頑張ります。
　　　　　　　　　 樋口 朗　72歳

わたしたちは

こう活かしたい！！



貯金と借金の状況はポイント

3
積立基金現在高(貯金)・地方債現在高(借金)

過去5年分

0

20億

30億

40億

平成29 平成30 令和1 令和2 令和3

43億
2214円

40億
347万円

35億
1515万円

29億
1208万円

25億
6233万円

35億
1734万円31億

9654万円

35億
326万円

34億
9080万円

35億
8657万円

積立基金現在高 地方債現在高

年度

滞納分のうち、3年度は村民税9万円、固定資産税27万円、軽自動
車税1万円の計37万円を不能欠損として処理しました。

税の収納状況はポイント
ポイント

2

村民税

固定資産税

軽自動車税

住宅使用料

国保税

水道使用料

収入済額

6633万円

8133万円

866万円

2220万円

4674万円

3574万円

滞納額

153万円

254万円

25万円

429万円

488万円

149万円

徴収率

97.61％

96.65％

97.11％

83.82％

90.56％

96.01％

前年
徴収率

98.17％

93.54％

96.34％

81.27％

92.37％

96.61％

県共通返礼品の導入で
ふるさと納税額が急増

ポイント

1

0

1億円

2億円

3億円

4億円

平成29 平成30 令和1 令和2 令和3

3億8262万円

1億285万円

2043万円1459万円

7175万円

ふるさと納税額の推移
過去5年分

年度

このような事業に使われました

自然環境・景観の保全
3317万9千円

医療・福祉
2079万8千円

産業振興
1015万9千円

村政一般
 0 円

❹

❸

❷

❶

納税する方は4つの項目を選んで
納税されています。

その他
2822万円

公債費
2億8018万円

災害復旧費
7億7043万円

民生費
6億8728万円

総務費
15億7203万円

災害復旧費
7億7043万円

教育費
9786万円

消防費
1億2918万円

土木費
2億2479万円

商工費
1億6386万円

農林水産費
1億5378万円 保健衛生費

1億9510万円

民生費
6億8728万円

総務費
15億7203万円

議会費
4569万円

歳出
支出
43億
4838万円

その他
11億3416万円

村債
5億9220万円

県支出金
3億6956万円 国庫支出金

4億5887万円

地方交付税
18億6477万円

その他
11億3416万円

村債
5億9220万円

県支出金
3億6956万円 国庫支出金

4億5887万円

地方交付税
18億6477万円

村税
1億6073万円

収入
45億
8030万円

ふるさと納税
3億8262万円も
含まれています

ふ
る
さ
と
納
税　

初
め
て
の
３
億
円
超

令和３年度

決 算

toho-039
タイプライター
万円



　

解
体
後
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
計
画
は
さ
れ

て
お
ら
ず
、
旧
宝
珠
山
小
学

校
校
舎
を
含
め
、
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
課
題
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
東
峰
村
公

共
施
設
等
管
理
計
画
に
お
い

て
、
旧
美
星
保
育
所
も
老
朽

化
に
よ
り
撤
去
す
べ
き
施
設

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
体
に
は
国
・
県
等
の
補
助

金
は
な
く
、
村
単
独
で
の
予

算
化
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
計
画
的
な
施
設
管
理
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
旧
宝
珠
山
中

学
校
校
舎
の
壁
面
が
傾
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
美
星
保
育
所
の

園
児
の
登
所
も
園
庭
側
の
門

か
ら
行
う
な
ど
の
緊
急
の
対

応
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
令

和
３
年
に
定
め
ら
れ
た
東
峰

村
公
共
施
設
等
管
理
計
画
に

お
い
て
も
、
撤
去
す
べ
き
施

設
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
７
月
の
総
務
常
任
委

員
会
に
お
い
て
「
早
期
に
解

体
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

と
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
補
正
予
算
に
て
、

解
体
に
か
か
る
設
計
及
び
工

事
費
１
６
８
１
万
９
千
円
が

計
上
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

老朽化が進
み

キケン！

近
隣
住
民
や
園
児
送
迎
の
安
全
確
保

旧
宝
珠
山
中
学
校
校
舎
解
体
へ

9月定例会トピックス  ここに注目！
　令和4年9月定例会は9月9日から14日までの会期で開催しました。
　条例改正2件、補正予算2件(一般会計、特別会計)、報告1件、推薦2件、請願2件を慎
重審議し、原案どおり可決しました。また9人の議員が一般質問を行いました。なお、一
般会計補正予算は5505万3千円を追加し、総額41億2059万5千円となりました。

水防倉庫完成

　現段階で特殊設備はない。スコップ
や土のう袋、給水タンク等、旧ナガノ
インテリア倉庫の一部を動かしている
状況。現在コロナの影響により材料費
が高騰しているため、価格としては適
正と考えている。

担当課

議 員

　砥石渡水防倉庫が建設されたが、
建築面積54㎡で工事費が1120万9
千円かかっている。
特殊設備を設けたの
か。

トーキコーディネーター事業の成果は

　コロナの影響により組合の体力
的な問題や、計画通りに進められ
なかった部分もあり、商社設立を
見直し、販売力に力を入れる方向
で現在進めている。

担当課

　総合商社結成が目的だったトーキ
コーディネーター事業は、なぜ商社
結成に至らなかったのか。

議 員

　組合からは利用可能な陶土量は
あと4、5年と言われていたが、調
査期間中に村内有志より陶土に利
用可能な土地の提供があり、現状
では十分な陶土がある状況。調査
では、3箇所が小石原焼に適した地
質であることが判明している。

担当課

　小石原焼陶土調査もこの事業で行わ
れたが結果は。

議 員

高リスク妊娠に追加補助

　14回の健診に対して補助している。
多胎妊娠やリスクが高い方に関しては
チケットが足りないという意見があり、
今年度から高リスクの方に追加補助し
ている。

担当課

　妊娠から出産までに利用できる健
診チケットは使い切られているのか。
また、偶発的なことで、足りなくな
ることはあるのか。

議 員

いずみ館のマナーを守ろう

　入館規定もあるので、正しいマ
ナーのもと利用いただけるよう働
きかけていきたい。入れ墨のある
方の利用は張り紙をしてお断りし
ており、実際に確認した際には、
利用を断っている。

担当課

　いずみ館ではキャンプ場の利用者
が増え、混雑やマナーが悪い人がい
るとの話を利用者から聞く。また、
入れ墨のある方の入浴についても、
対応は。

議 員

空き家の有効活用は

　協議会を設置して進めていくこと
は考えているが、スケジュールは現
段階で組んでいない。

担当課

　空き家等対策計画が策定され、村
内に80軒の空き家があることが調査
されている。今後どのように対策さ
れていくのか。

議 員

　今後、定住施策として単身向け住宅
の整備を考え、その後村内の居住場所
を探していく等の流れを考えていく。

村 長

　協力隊の住居として使用していた
空き家は、協力隊退任後に空き家バ
ンクなどに登録し、協力隊や一般の
方の定住を図るべきではないか。

議 員

事業効果をチェック
令和３年度  決 算



一 般 質 問

一般質問とは・・・
　議員が、村の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を投げかけ、自治体としての考え
を求めるものです。1年に4回ある定例会にて行うことができ、質問と答弁を合わせて1人
60分の時間制限の中で行われます。また、東峰村議会では事前に質問の概要を提出し、
議会開会前に執行部は答弁の準備を行います。

ここが聞きたい！
令和４年 東峰村議会 第６回（9月）定例会

質問順 質問事項（色付きは記載事項）議員名 ページ
筑前あさくら農協の小石原ＡＴＭの再設置支援について
役場・農協・郵便局などのサービスが一つの場所で受けられる複合施設の構想について
医療機関や生活必需品売店の整備について
質の高い公営住宅の建設について
旧宝珠山小学校グランドの活用について
旧宝珠山小学校グランド内の枕木の撤去及び旧美星保育所の除去について

1 樋口　朗 P10

公園・道路等清掃について
行政懇談会について
防災について
東峰テレビについて
29年災害支援物資等について

2 梶原　伯夫 P10

村長の村政に対する考えについて
学校教育の推進について4 佐々木　孝 P11

緊急通報・生活サポートシステムについて（早助・サスケ）
不燃ごみの処理について
総合検診について
新型コロナ感染者の支援について

5 髙倉 美紀惠 P12

コロナ情報について
農地の災害復旧問題について
コロナ支援金について
文化財保管管理について

黒川　隆康8 P13

駅周辺整備事業について
枕木の利用について
自治公民館への助成について

佐々木 紀嘉9 P14

高橋　弘展

国道211号線改良工事について
複式学級の可能性について
インボイス制度への対応について
物価高への対応について
サイン計画について

6 P12

和田　将幸
BRTひこぼしラインについて
移住促進について
東峰学園の教育方針・現状について
役場の新しい組織体制について

7 P13

大蔵　久徳
職員について
簡易水道について
防犯灯について

3 P11

第5回臨時会（7月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

和
田
将
幸

樋
口
　
朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

黒
川
隆
康

賛成：○　反対：●　欠：－

そ
の
他

補
正
予
算

令和４年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算
　　　　　　　　　　　　　　  （第２号）について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（新ほうしゅ楽舎建設工事）可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第6回定例会（9月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

和
田
将
幸

樋
口
　
朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

黒
川
隆
康

賛成：○　反対：●　欠：－

決

　

算

条
　
例

人
　
事

請
　
願

そ
の
他

補
正
予
算

東峰村職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東峰村簡易宿泊施設条例の全部を改正する条例の制
定について（新ほうしゅ楽舎）

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算
　　　　　　　　　  （第3号）について（7ページへ）

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出
　　　　　　　　　　   補正予算（第1号）について

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和3年度東峰村一般会計歳入歳出決算の
　　　　　　　　　　  認定について（4～6ページへ）

認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和3年度東峰村簡易水道事業特別会計　　　　
　　　 歳入歳出決算の認定について（4～6ページへ）

認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和3年度東峰村国民健康保険事業特別会計
　　　  歳入歳出決算の認定について（4～6ページへ）

認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和3年度東峰村後期高齢者医療特別会計　　　　
　　　 歳入歳出決算の認定について（4～6ページへ）

認
定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について（梶原文雄氏）可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について（髙倉美紀惠氏）可
決 ○○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

「少人数学級推進などの教職員定数改善」「義務教育
費国庫負担制度負担率の引き上げ」にかかわる意見
書の提出を求める請願書

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を
求める請願書

可
決 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度株式会社宝珠山ふるさと村決算状況報告報
告 報告議案のため採決は行いません

※当事者の為、退席



それでも花は咲く（紙屋住宅前）

地
域
交
通
は
ど
う
な
っ
て
い
る

議
員　
地
域
交
通
に
つ
い
て
、
村
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
い
か
が
か
。

村
長　
村
、
道
路
管
理
者
、
交
通
事

業
者
、
住
民
、
運
輸
局
、
運
転
者
等

で
法
定
協
議
会
を
組
織
し
て
い
る
。

村
民
の
声
が
反
映
で
き
る
よ
う
な
形

で
協
議
会
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
と
は
。

村
長　
利
用
者
が
事
前
に
予
約
を
し

て
、
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
運
行
経
路

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
運
行
す

る
地
域
交
通
の
こ
と
。
村
民
に
も
き

っ
ち
り
と
説
明
を
し
て
い
く
。

議
員　

行
政
懇
談
会
の
成
果
と
課

題
は
。

村
長　
成
果
は
、
村
の
現
状
や
課
題

な
ど
、
し
っ
か
り
と
説
明
で
き
た
。

課
題
は
、
村
政
へ
の
期
待
に
対
し
て

十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
を

し
っ
か
り
聞
い
て
、
区
長
等
と
も
共

有
し
な
が
ら
改
善
し
、
広
報
紙
等
を

使
っ
て
村
民
に
示
し
て
い
き
た
い
。

日
田
彦
山
線
沿
線

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
計
画

議
員　

日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興

計
画
に
つ
い
て
村
民
の
意
見
は
ど
れ

く
ら
い
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

村
長　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
本
体
は
最
終
的
に
Ｊ

Ｒ
の
判
断
と
な
る
が
、
駅
周
辺
整
備

に
つ
い
て
は
村
民
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
、
進
め
て
い
く
。　 村

長  

村
民
の
期
待
に
応
え
た
い

「
行
政
懇
談
会
」
の
成
果
と
課
題
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
職
員
の
役
割
は

村
長  

調
整
、支
援
を
行
う

議
員　

休
職
・
退
職
す
る
職
員
が
多

く
感
じ
る
。
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
が
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

村
長　

所
属
長
で
あ
る
課
長
を
中
心

に
面
談
等
で
職
員
の
状
態
を
聞
き
取

る
こ
と
で
、
不
安
を
取
り
除
く
よ
う

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
状
況
の
改
善

に
向
け
て
総
務
企
画
課
人
事
担
当
等

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

議
員　

地
区
担
当
職
員
の
活
動
を
指

導
し
て
い
る
の
か
。

村
長　

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
地
域
支
援
、
調
整
活
動
を
行
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
村

づ
く
り
を
行
う
目
的
で
設
置
し
た
。

行
事
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

議
員　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

に
向
け
て
、
職
員
の
役
割
は
何
か
。

村
長　

行
政
懇
談
会
の
中
で
、
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
で
、
ど
こ
が
ど
う
良
く
な

る
か
が
わ
か
ら
な
い
」
と
の
意
見
も

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
を
受
け
る

中
で
、
職
員
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
深
い
理
解
を
持
っ
て
も
ら

い
、
設
立
に
向
け
て
積
極
的
に
関
わ

り
、
設
立
後
も
調
整
、
支
援
を
行
う
。

処分はもったいないので適切な管理を

村
長　

当
初
農
協
の
倉
庫
を
お
借
り

し
て
い
た
が
、
旧
ナ
ガ
ノ
倉
庫
に
代

え
て
保
管
し
て
い
る
。
何
を
い
た
だ

い
た
の
か
の
台
帳
は
あ
る
が
、
数
に

つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
賞

味
期
限
や
湿
気
の
対
策
は
し
て
い
た

が
、
最
近
在
庫
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
的

管
理
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
処
分
を
含
め
、
管
理
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

支
援
物
資
は
ど
の
よ
う
な
物

を
、
ど
れ
位
い
た
だ
い
た
の
か
。

総
務
企
画
課
長　
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
飲
食
物
・
衣
類
・
生
活
用
品
・

衛
生
用
品
・
長
靴
や
ス
コ
ッ
プ
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
い
た
だ
い
た
。

数
の
把
握
は
出
来
て
い
な
い
。

議
員　
残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
る
の

か
。
あ
れ
ば
そ
の
保
管
・
管
理
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
課
長　

衣
類
・
オ
ム
ツ
等

衛
生
用
品
が
百
名
程
度
分
残
っ
て
お

り
、
旧
ナ
ガ
ノ
イ
ン
テ
リ
ア
跡
の
倉

庫
で
管
理
し
て
い
る
。

議
員　

保
管
し
て
い
て
使
え
な
く
な

る
の
は
、
い
た
だ
い
た
人
た
ち
に
申

し
訳
な
い
と
思
う
。
今
後
利
用
を
含

め
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の

か
。

平
成
29
年
災
害
支
援
物
資
の
管
理
状
況
は

村
長  

処
分
を
含
め
、保
管
・
管
理
し
て
い
き
た
い

廃止された小石原ATM

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

　
　
　
　
　
　
移
住
住
宅
建
設

議
員　

人
口
と
出
生
者
数
の
減
少
が

続
い
て
い
る
。
村
外
か
ら
子
ど
も
の

い
る
家
庭
に
移
住
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
有
効
。
他
の
市
町
村
よ
り
も
、

良
質
か
つ
魅
力
的
で
「
夢
の
マ
イ
ホ

ー
ム
が
東
峰
村
で
実
現
し
た
」
と
実

感
で
き
る
公
営
住
宅
を
建
設
す
る
こ

と
が
、
一
番
の
近
道
で
は
な
い
か
。

村
長　

今
後
、
若
年
層
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
世
代
が
定
住
し
た
く
な
る
よ
う
な

住
宅
を
、
計
画
の
中
で
積
極
的
に
検

討
し
た
い
。

議
員　

小
石
原
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
再
設
置
に

必
要
な
経
費
が
わ
か
っ
た
。
支
援
を

ど
う
す
る
か
。

村
長　
年
間
経
費
が
約
１
９
０
万
円

と
通
信
費
。
支
援
に
つ
い
て
は
ま

だ
決
定
し
て
い
な
い
。
今
後
計
画

す
る
地
域
交
通
を
活
用
し
て
東
峰

支
店
を
利
用
す
る
こ
と
も
含
め
て

検
討
す
る
。

役
場
・
農
協
・
郵
便
局
の

　
　
　
　
　
　
　
複
合
施
設
化

議
員　
「
各
事
務
所
経
費
の
負
担
削

減
」
と
「
村
民
の
利
便
性
の
向
上
」

の
た
め
、
将
来
、
役
場
・
農
協
・

郵
便
局
を
一
つ
の
施
設
に
ま
と
め

る
構
想
を
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　
一
つ
の
必
要
な
手
段
と
認
識
。

そ
の
よ
う
な
例
を
村
で
も
勉
強
し
て

い
く
。

小
石
原
Ａ
Ｔ
Ｍ
再
設
置
へ
の
支
援
は

村
長  

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い

樋口　朗  議 員



村
長  

今
後
、適
切
に
放
送
を
実
施
し
て
い
く

感
染
情
報
は
知
ら
せ
る
べ
き
で
は

村
長　
現
状
、
耕
作
で
き
な
い
こ
と

に
対
す
る
所
得
補
償
は
制
度
と
し
て

な
い
。
自
力
復
旧
や
用
水
の
ポ
ン
プ

設
置
等
へ
の
補
助
は
実
施
し
て
い
る

が
、
被
災
農
地
へ
の
直
接
的
な
補
助

に
対
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
答
え
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

第
７
波
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ

感
染
情
報
が
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ

な
か
っ
た
。
注
意
喚
起
の
た
め
に
も

村
内
で
感
染
が
確
認
さ
れ
た
時
に
は
、

放
送
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　
第
７
波
に
入
り
爆

発
的
な
感
染
に
よ
り
、
保
健
所
の
対

応
が
で
き
な
か
っ
た
。
県
か
ら
の
報

告
義
務
も
な
く
、
全
体
数
の
把
握
が

で
き
な
か
っ
た
。

村
長　
行
政
懇
談
会
で
伝
え
て
い
た
。

今
後
、
住
民
が
欲
し
い
と
思
う
情
報

等
は
、
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

農
地
の
所
得
補
償
に
つ
い
て

議
員　
農
地
災
害
復
旧
が
、
今
で
も
出

来
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
復
旧
が

早
い
か
遅
い
か
で
、
収
入
に
差
が
生
じ

て
く
る
が
、
耕
作
で
き
な
い
こ
と
に
よ

る
収
入
減
に
対
し
て
支
援
は
出
来
な
い

の
か
。

復旧が遅れている農地への支援はできないのか

大雨後BRT専用道工事場から流れ出た土砂

・
住
民
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
推
進
に

繋
げ
る
。

・
テ
レ
ワ
ー
ク
等
で
県
内
外
の
企
業

に
恒
常
的
に
利
用
し
て
頂
き
、
新

た
な
移
住
者
の
獲
得
に
繋
げ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
テ
ラ
ス
宝
珠
に
つ
い
て

議
員　

テ
レ
ワ
ー
ク
テ
ラ
ス
宝
珠
の

今
後
の
展
望
は
。

村
長　

こ
の
施
設
は
２
つ
の
役
割
を

持
っ
て
い
る

積
極
的
な
広
報
・
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

で
、
移
住
促
進
の
一
助
と
な
れ
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

議
員　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
道
工
事
に
お
い

て
水
の
流
れ
・
量
が
極
端
に
変
化
し
、

土
砂
が
流
れ
込
む
な
ど
の
被
害
が
出

て
い
る
が
対
策
は
。

村
長　

現
在
、
応
急
処
置
等
で
対
応

し
て
い
る
。
対
応
が
必
要
な
個
所
は
、

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　
３
駅
周
辺
の
整
備
計
画
は
。

村
長　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
意

見
を
聞
い
て
、
協
議
会
に
て
基
本
構

想
を
策
定
し
て
い
く
。

議
員　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
観
光
振
興
に
繋
げ

て
い
け
な
い
か
。

村
長　
Ｊ
Ｒ
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
等
を
計
画
し
て
い
る
。
村
と
し

て
は
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興
協

議
会
の
中
、
観
光
懇
談
会
・
観
光
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
工
事
に
対
す
る
不
安
の
声
へ
の
対
応
は

村
長  

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
い
村
民
に
情
報
提
供
を
し
た
い

国
道
２
１
１
号
線
上
福
井
地
区
工
事
の
完
成
は

村
長   

令
和
９
年
度
完
成
予
定

令和3年度は上福井地区屋敷付近を工事

①
対
象
学
年
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

に
移
住
し
て
も
ら
う
。

②
複
式
１
年
目
の
学
校
に
限
っ
た
複

式
特
例
校
制
度
に
応
募
す
る
。
た

だ
し
４
割
程
度
の
可
能
性
。

③
村
雇
用
の
教
員
を
雇
う
。
全
国
的

に
教
員
が
不
足
し
て
い
る
。

東
峰
学
園
複
式
学
級
に
つ
い
て

議
員　
来
年
度
東
峰
学
園
２
年
生
、

３
年
生
が
複
式
学
級
の
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
、
総
務
常
任

委
員
会
に
て
報
告
さ
れ
た
が
、
村

の
対
応
は
。

教
育
長　

３
つ
の
対
応
策
を
考
え
て

い
る
。

教
員
を
確
保
し
な
が
ら
、
複
式
を
解

消
し
て
い
く
。

村
長　
複
式
学
級
に
つ
い
て
は
、
今

の
子
ど
も
た
ち
が
中
学
校
に
上
が
る

ま
で
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
決
意
。

議
員　

平
成
30
年
の
国
県
道
改
良
促

進
期
成
会
で
は
令
和
３
年
度
を
完
成

予
定
と
し
て
い
た
が
、
歩
道
設
置
工

事
が
完
了
す
る
の
は
い
つ
か
。

村
長　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
所

有
権
移
転
登
記
や
困
難
な
相
続
案
件

等
が
あ
り
、
用
地
交
渉
が
令
和
３
年

度
ま
で
か
か
っ
た
。
通
常
予
算
で
は

あ
と
５
年
程
度
か
か
る
が
、
補
正
予

算
等
も
積
極
的
に
活
用
し
、
早
期
完

了
に
努
力
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
設
置
状
況
は

住
民
福
祉
課
長   

希
望
者
す
べ
て
に
設
置
で
き
て
い
る

髙倉 美紀惠 議員

サスケ本体とペンダント型のボタン

議
員　
希
望
す
る
人
は
設
置
し
て
も

ら
え
る
の
か
、
他
に
条
件
が
あ
る

の
か
。

住
民
福
祉
課
長　
65
歳
以
上
の
単
身

世
帯
を
原
則
と
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
も
特
に
見
守
り
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
方
に
つ
い
て
設
置
し
て
い
る
。

希
望
さ
れ
る
方
は
住
民
福
祉
課
ま
で

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
24
時
間
３
６
５
日
安
心
と
安

全
緊
急
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
緊
急

通
報
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

『
早
助
・
サ
ス
ケ
』
」
の
利
用
者

は
何
名
か
。

住
民
福
祉
課
長　
現
在
、
52
世
帯
58

名
の
方
に
設
置
し
て
い
る
。
内
訳

と
し
て
は
、
小
石
原
地
区
が
15
世

帯
17
名
、
宝
珠
山
地
区
が
37
世
帯

41
名
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
す
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

利
用
す
る
部
屋
に

セ
ン
サ
ー
を
付
け
、
12
時
間
セ
ン
サ

ー
に
反
応
が
な
い
場
合
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
か
ら
安
否
確
認
が
行
わ
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
確
認
で
き
な

い
場
合
、
登
録
さ
れ
た
関
係
者
に
連

絡
が
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

これがセンサー



で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
村
民
が
東

峰
村
を
愛
し
、
愛
せ
る
村
づ
く
り
を

す
る
こ
と
で
、
こ
の
村
を
繋
い
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

大
人
が
地
元
の
良
さ
を

　
　
　  

　
き
ち
ん
と
伝
え
て

　

ふ
る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
方
移
住
者
の
動
向
や
ニ
ー
ズ
な
ど
、

現
在
の
「
移
住
」
に
つ
い
て
の
状
況

な
ど
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

コ
ロ
ナ
渦
が
地
方
へ
の
移
住
希
望
を

後
押
し
し
、
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
比
率
と
し
て
は
、

Ⅰ
タ
ー
ン
が
６
割
・
Ｕ
タ
ー
ン
が
３

割
で
、
Ｉ
タ
ー
ン
が
増
え
れ
ば
Ｕ
タ

ー
ン
も
刺
激
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
移

住
希
望
者
は
、
「
地
域
の
役
に
立
ち

た
い
・
農
の
あ
る
暮
ら
し
が
し
た
い
。」

と
言
う
人
も
多
く
、
受
け
入
れ
る
地

元
の
方
も
温
か
く
受
け
入
れ
る
事
も

必
要
で
す
。
で
す
が
仕
事
・
住
居
な

ど
東
峰
村
に
は
ま
だ
ま
だ
解
決
し
な

く
て
は
い
け
な
い
問
題
が
山
積
み
で

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
議
会
を
通
し

て
解
決
へ
の
道
を
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
過
疎
化
が
進
む
の
は
、

大
人
が
地
元
の
良
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
な
い
事
が
要
因
の
一
つ

世
の
中
の
変
化
と
と
も
に

　

広
報
特
別
委
員
会
は
、
全
国
町
村

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
話
を
聞
き
、
全
国
い
ろ
い
ろ

な
自
治
体
の
事
例
を
拝
見
し
、
こ
れ

か
ら
の
議
会
広
報
に
つ
い
て
考
え
る

よ
い
機
会
と
な
る
と
と
も
に
、
議
会

広
報
の
大
切
さ
・
あ
り
方
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
は
議
会
と
住
民
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
で
あ
り
、
住
民
の
声
を
聴

き
、
政
策
や
意
思
決
定
に
生
か
せ
る

大
切
な
ツ
ー
ル
で
す
。
議
会
活
動
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、「
伝
え
る
」広
報
紙
か
ら
「
伝
わ

る
」
広
報
紙
に
な
る
よ
う
に
。
世
の

中
の
変
化
と
と
も
に
議
会
広
報
も
進

化
し
、
村
民
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広報委員会研修
ふるさと回帰支援センター研修

その先のステージへ

移住を希望する地域（2016-2021）
松
山
先
生
は
29
歳
の
内
科
医

で
す
。
小
石
原
診
療
所
で
は
、

約
15
分
で
血
液
検
査
や
心
電

図
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
結

果
が
出
ま
す
。
必
要
時
は
受

診
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

今
後
、
村
民
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

村
民
は
感
染
予
防
の
意
識
も

高
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
も
高

い
で
す
。
症
状
が
あ
れ
ば
診
療

所
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

症
状
に
よ
り
指
示
を
出
し
ま
す
。

安
心
し
て
電
話
を
く
だ
さ
い
。コ

ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
ず
、
コ
ロ

ナ
の
先
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、今

後
も
村
民
に
寄
り
添
っ
て
い
き

ま
す
。

　
９
月
５
日
、
コ
ロ
ナ
診
療
を

行
う
小
石
原
診
療
所
の
松
山
陽

亮
所
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染

拡
大
か
ら
３
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
東
峰
村
の
感

染
の
状
況
は
。

　

昨
年
４
月
の
就
任
当
時
は
、

ほ
と
ん
ど
発
熱
外
来
を
受
診
す

る
患
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
７
波
に
な
る
と
、
受
付
開
始

と
同
時
に
電
話
が
か
か
り
、対
応

に
追
わ
れ
、
福
岡
県
と
同
様
に

陽
性
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
現
時
点
で
は
落
ち
着
い

て
い
ま
す
。

東
峰
村
立

　
小
石
原
診
療
所
編

松山 陽亮 所長
ようすけ

大行司駅の階段

性
を
検
討
し
て
い
る
。
当
初
の
予
定

と
異
な
る
内
容
に
は
な
る
が
、
モ
ノ

レ
ー
ル
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
な
ど
、
ア
ク
セ
ス
道
（
作

業
道
）
を
使
わ
な
い
方
法
も
案
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。

議
員　

自
治
公
民
館
の
施
設
修
繕
等

へ
の
一
部
助
成
が
で
き
な
い
か
。

村
長　

地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題
を

把
握
し
て
い
る
。
な
ん
と
か
少
し
で

も
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
役

場
内
部
で
検
討
し
て
い
る
。

①
板
柵
工
に
よ
る
歩
道
の
み
の
設
置

の
場
合
は
、
約
１
億
円

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
場
合
は
、

約
２
億
円

③
ス
ロ
ー
プ
化
の
場
合
は
、
約
１
億

８
千
万
円

議
員　

棚
田
親
水
公
園
駅
の
工
事
費

は
い
く
ら
を
見
積
も
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

現
在
３
つ
の
設
計
案
が
提
案

さ
れ
て
お
り
、
約
１
億
円
か
ら
２
億

円
の
工
事
費
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

１
月
に
示
さ
れ
た
額
は
３
千

万
円
で
は
な
か
っ
た
か
。
３
つ
の
案

の
具
体
的
な
内
容
は
。

村
長

ま
た
、
地
質
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
工

事
費
が
か
さ
む
可
能
性
が
あ
る
。

議
員　
大
行
司
駅
の
整
備
計
画
は
。

村
長　

駅
利
用
者
の
利
便
性
や
安
全

　

棚
田
親
水
公
園
駅
の
進
捗
状
況
は

村
長  

３
つ
の
設
計
案
で
検
討
し
て
い
る
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駅の整備に集まった大行司地区のみなさん

6
8
号

令
和
4
年
10
月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
ＴＥＬ

 ０９４６（
７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

「活動を次世代に」
　令和５年のＢＲＴ開通に
合わせて、シリーズで沿線
住民の皆さんの取り組み
をご紹介します。

筑前岩屋→ 大行司 →宝珠山

日田彦山線
沿線物語

シリーズ

　
９
月
21
日
か
ら
２
日
間
、全
国

町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
東
京

に
お
い
て
行
わ
れ
、
広
報
特
別
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
そ
ろ
そ
ろ
化
け
ま
せ
ん
か
」と

い
う
衝
撃
的
な
タ
イ
ト
ル
の
講
演

に
心
が
奪
わ
れ
、「
伝
え
る
と
伝

わ
る
」
の
違
い
、
伝
わ
る
た
め
の

工
夫
、読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙

づ
く
り
等
、充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、こ
の
学
び
を
活
か

し
、
皆
さ
ま
に
待
ち
わ
び
て
も
ら

え
る
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、
議

会
ウ
ォ
ッ
チ
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
髙
倉
美
紀
惠
）

議
会
広
報
特
別
委
員

委
員

長
　 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　  

佐
々
木
　
孝 

委

　
員
　  

髙
倉
美
紀
惠

　
　
　
　 

　 

樋 

口
　
朗

　
　
　 

　
　 

和
田
　
将
幸

発
行
責
任
者

議

　

長

伊 

藤
　
均

編
集
後
記

中
崎
増
男
氏

　
　

 (

主
事)

　

先
輩
か
ら

引
継
い
だ
活

動
を
次
世
代

に
つ
な
ぎ
、美
し
い
環
境
を
守
っ
て

い
き
ま
す
。

伊
藤
茂
文
氏

（
体
育
主
事
）

　

駅
近
く
に

住
ん
で
３
年

目
、
草
刈
り

に
参
加
し
て
、
気
持
ち
が
す
っ
き
り

し
ま
す
。

大
倉
秀
明
氏

 (

公
民
館
長
）

　

桜
の
時
期

が
き
れ
い
で

す
。
こ
れ
か

ら
も
公
民
館
行
事
と
し
て
、草
刈
り

を
続
け
ま
す
。

井
上
伍
郎
氏

　
　
（
区
長
）

　
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
感

謝
し
ま
す
。

階
段
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
で
、

気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
き
ま
す
。

　
駅
近
く
に
住
む
有
志
が
、周
辺

の
草
刈
り
を
数
十
年
前
か
ら
継
続

し
て
い
ま
す
。当
時
の
Ｊ
Ｒ
九
州

社
長
・
田
中
浩
二
氏
か
ら
感
謝
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
３
年
か
ら
大
行
司
自
治
公

民
館
の
一
館
一
運
動
と
し
て
、草
刈

・
剪
定
・
掃
除
を
毎
年
６
月
に
実

施
し
、35
名
前
後
の
住
民
が
参
加

し
ま
す
。Ｂ
Ｒ
Ｔ
工
事
が
始
ま
っ

て
か
ら
は
、Ｊ
Ｒ
九
州
と
九
鉄
工

業
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　
大
行
司
地
区
役
員
４
名
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。
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